
第
三
十
七
回
定
時
総
会

が
四
月
二
十
七
日
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
四
年

振
り
に
全
面
リ
ア
ル
開
催
と

な
り
、
合
計
二
〇
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

第
Ⅰ
部
の
総
会
議
事
に

は
一
四
二
名
が
参
加
し
、
赤

嶺
剛
実
行
委
員
長
の
開
会
宣

　

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

が
世
界
中
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の

特
徴
は
質
問
や
リ
ク

エ
ス
ト
に
流
暢
な
返
答
を
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
。
あ
た
か
も
人
間
と
対
話

し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
も
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
要
望
に
対
し
て
た
ち
ど

こ
ろ
に
返
答
し
て
く
れ
る
の
だ
。
さ

ま
ざ
ま
な
話
題
に
応
じ
て
人
間
ら
し

い
文
章
を
生
成
す
る
様
子
に
驚
き
感

心
し
た
。「
つ
い
に
Ａ
Ｉ
が
知
性
を

も
っ
た
」
と
い
う
声
も
多
い
▼
我
々

の
日
常
業
務
に
お
い
て
も
、
Ｔ
Ｐ
O

を
弁
え
た
形
式
的
な
文
章
や
挨
拶
す

る
際
の
台
本
な
ど
が
案
外
多
い
。
そ

の
作
成
コ
ス
ト
を
替
わ
っ
て
く
れ
る

の
は
、
筆
者
と
し
て
は
大
変
あ
り
が

た
い
。
一
方
で
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

や
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
多
く
の

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を

奪
わ
れ
る
」
と
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
著
名
作
家
や
報
道
機

関
の
記
事
と
似
た
文
章
が
生
成
さ
れ

た
ら
著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
侵
害

に
当
た
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
▼
政

府
は
先
月
１１
日
に
「
Ａ
Ｉ
戦
略
会
議
」

を
発
足
。「
Ａ
Ｉ
と
の
向
き
合
い
方

は
、
各
国
と
も
推
進
一
辺
倒
、
規
制

一
辺
倒
で
は
な
く
バ
ラ
ン
ス
を
模
索

し
て
い
る
」
と
岸
田
総
理
は
強
調
し

た
と
の
こ
と
。
人
類
の
歴
史
に
は
直

近
の
ト
レ
ン
ド
の
延
長
線
に
未
来
を

描
い
て
失
敗
し
た
例
は
た
く
さ
ん
あ

る
。「
Ａ
Ｉ
が
社
会
を
変
え
る
」
と

言
う
説
に
も
歴
史
を
踏
ま
え
て
冷
静

に
な
る
必
要
が
あ
る
。
科
学
技
術
が

目
覚
ま
し
く
発
展
し
社
会
生
活
に
影

響
を
与
え
て
も
、
い
ま
だ
に
各
地
で

紛
争
は
起
こ
り
環
境
破
壊
や
感
染
症

問
題
解
決
も
完
全
で
は
な
い
▼
い
ず

れ
に
し
て
も
社
会
を
構
成
し
て
い
る

人
間
ひ
と
り
一
人
が
、「
人
類
の
歴

史
」
に
学
び
、
地
道
だ
が
着
実
に
自

身
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア

ナ
ロ
グ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
こ
そ
が

よ
り
良
き
未
来
を
築
く
。
会
社
経
営

も
同
じ
と
筆
者
は
思
う
。
（
仲
地
治
）

言
で
ス
タ
ー
ト
。
来
賓
に
は

沖
縄
総
合
事
務
局
の
水
本
圭

祐
次
長
、
沖
縄
県
の
照
屋
義

実
副
知
事
、
那
覇
市
の
金
城

康
也
副
市
長
の
三
氏
を
迎

え
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
玉

城
栄
氏
・
金
城
隆
子
氏
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
が
進

行
し
ま
し
た
。

活
動
方
針
の
提
案
は
、
例

㈱EVENTOS

は
イ
ベ
ン

ト
会
社
、
広
告
代
理
店
の
下

請
け
と
し
て
創
業
し
ま
し

た
。
熱
意
を
持
っ
て
、
走
り

回
り
営
業
に
奔
走
し
ま
す

が
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
ほ

ど
赤
字
が
増
え
、
六
十
名
い

た
従
業
員
が
七
名
に
。
そ
ん

な
中
、
お
客
様
か
ら
同
友
会

入
会
の
誘
い
を
受
け
ま
す
。

や
が
て
共
同
求
人
活
動
に
参

加
し
出
す
と
、
六
名
の
社
員

を
採
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

「
採
用
と
教
育
」
を
同
友

会
で
学
び
、
採
用
者
の
家
庭

訪
問
を
行
う
中
で
、
仕
事
に

は
「
誇
り
」
が
大
切
だ
と
気

付
き
ま
す
。「
わ
が
社
は
何
の

年
通
り
、
十
名
の
各
専
門
委

員
長
・
担
当
正
副
代
表
理
事

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ン
パ
ク

ト
に
分
か
り
易
く
提
案
し
ま

し
た
。
議
案
審
議
で
は
、
出

席
者
よ
り
予
算
案
に
つ
い
て

発
言
が
あ
り
し
た
。
昨
年
度

か
ら
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か
の

質
問
に
対
し
て
、
喜
納
代
表

理
事
よ
り
、
確
実
な
会
費
収

入
の
達
成
と
、
会
議
室
の
経

費
削
減
で
の
対
応
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
選
考
委

員
会
か
ら
、
新
役
員
が
提
案

さ
れ
、
昨
年
よ
り
三
名
多
い

四
五
名
の
理
事
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

第
Ⅱ
部
の
記
念
講
演
は
、

「
人
生
を
か
け
る
価
値
の
あ

る
会
社
に
～
一
歩
一
歩
地
域

と
共
に
未
来
を
創
る
～
」
の

テ
ー
マ
で
中
同
協
共
同
求
人

委
員
長
の
㈱
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

Ｓ
社
長
、
川
中
英
章
氏
に

七
十
分
お
話
し
い
た
だ
き
、

社
員
を
含
め
た
一
五
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

四
年
振
り
と
な
る
第

Ⅲ
部
懇
親
会
に
は
、
来
賓

二
十
三
名
を
含
む
、
一
三
九

名
が
参
加
し
賑
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
第
一
回
理
事

会
で
、
新
し
い
代
表
理
事
に

宮
城
光
秀
氏
が
選
出
さ
れ
た

報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
ご
本

人
よ
り
、
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
挨

拶
を
総
合
事
務
局
経
済
産
業

部
長
の
滝
本
浩
司
氏
と
沖
縄

労
働
局
長
の
西
川
昌
登
氏
の

二
名
か
ら
い
た
だ
き
、
新
城

博
沖
縄
同
友
会
相
談
役
よ
り

の
乾
杯
で
懇
親
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。新
城
相
談
役
は
、

挨
拶
の
中
で
、
今
期
で
代
表

理
事
を
退
任
し
た
真
栄
田
一

郎
氏
を
紹
介
し
、
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。
四
十
五
分
間

の
懇
親
会
で
し
た
が
、
閉
会

後
も
多
く
の
方
が
名
残
惜
し

そ
う
に
懇
親
を
続
け
る
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

た
め
に
存
在
し
、
何
の
た
め

に
汗
を
流
す
の
か
」
を
問
い

続
け
、
働
き
方
も
大
切
だ
が

働
き
が
い
も
重
要
だ
と
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
よ
り
良
い

明
日
の
た
め
に
個
人
の
理
念

と
共
に
、「
イ
ベ
ン
ト
ス
哲
学
」

「
企
業
理
念
・
経
営
理
念
・
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
・
使
命
、
人
事

理
念
・
営
業
理
念
、
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」「
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
会
社
に
」
を
確
立

し
ま
し
た
。
す
べ
て
は
企
業

変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

学
ん
で
作
成
し
ま
し
た
。

社
員
五
十
二
名
の
平
均

は
三
十
一
歳
、
新
卒
社
員
率

は
七
十
一
％
で
す
。「
自
社

で
は
、
失
敗
は
若
者
の
特
権

と
考
え
、
挑
戦
を
後
押
し

し
、
支
え
る
事
を
社
風
と
し

て
い
る
。
だ
か
ら
自
ら
手
を

上
げ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社

員
が
多
く
、
や
り
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
」
と
言
い
切
り

ま
す
。
社
員
が
、
多
様
な
職

種
を
経
験
す
る「
一
人
三
役
」

で
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
食
ビ
ジ
ネ
ス
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

過
疎
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
み
、
二
〇
二
〇
年
に
は
経

済
産
業
省
の
「
地
域
未
来
牽

引
企
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
人
生
を
過
ご
す
価
値
の

あ
る
会
社
と
し
て
、
パ
ー
テ

ィ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
新
し

い
業
種
を
つ
く
り
、
集
い
の

プ
ロ
と
し
て
、
生
産
者
の
思

い
を
消
費
者
に
伝
え
て
い
ま

す
。め

ざ
す
は
「
労
使
見
解
」

の
示
す「
や
り
甲
斐
が
あ
り
、

未
来
に
希
望
が
持
て
る
地
域

づ
く
り
」
だ
と
将
来
を
展
望

し
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。（
社
会
保
険
労
務
士

法
人 

オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ
・

青
山 

喜
佐
子
）

川中  英章 氏

宮城  光秀 氏

第Ⅲ部　懇親会

会場全体の参加者

人
生
を
か
け
る
価
値
の
あ
る
会
社
に

人
生
を
か
け
る
価
値
の
あ
る
会
社
に

人
生
を
か
け
る
価
値
の
あ
る
会
社
に

川
中　

英
章
氏
（
㈱E

V
E
N
T
O
S

代
表
取
締
役
）

記念講演

〜
一
歩
一
歩
地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る
〜
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社
一
社
の
経
営
実
践
と
同
友
会
運
動
を
両
輪
に

一
社
一
社
の
経
営
実
践
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７
次
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年
目

第
７
次
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
３
年
目

〜
持
続
可
能
な
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
中
小
企
業
へ
〜
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四
月
十
二
日
、
プ
ラ
ザ
ハ

ウ
ス
３
階
「GALLERY 

& 
SPACE

」
に
て
中
部
支
部
例

会
が
開
催
さ
れ
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

併
用
で
四
十
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
多
数
の
方
が
会
場

を
埋
め
活
気
あ
る
中
、
㈲
ア

ン
カ
ー
商
事
代
表
與
崎
文
美

氏
に
よ
る
「
ト
ラ
ブ
ル
だ
ら

け
！
ア
ン
カ
ー
商
事
の
再
構

築
」
と
銘
打
っ
た
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

実
父
が
興
し
た
事
業
で
グ

ラ
ス
や
お
皿
、
ど
ん
ぶ
り
、

箸
袋
等
を
店
舗
に
て
販
売
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
取
引
先

様
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

三
十
年
。実
父
が
病
で
倒
れ
、

急
遽
與
崎
氏
が
跡
を
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
普
通
の
Ｏ
Ｌ

だ
っ
た
與
崎
氏
が
勢
い
で
事

業
後
継
ぎ
と
な
り
十
年
後
、

突
然
波
乱
の
奮
闘
記
が
始
ま

り
ま
す
。

　

役
員
が
次
々
と
辞
め
、
同

業
他
社
と
し
て
事
業
立
ち
上

げ
対
抗
。
経
営
不
安
定
、
社

員
の
事
件
等
々
、
予
想
だ
に

し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
会
社
を

次
々
と
襲
い
ま
す
。
與
崎
氏

は
事
態
を
改
善
す
る
為
、
要

で
あ
る
営
業
に
自
ら
を
鼓
舞

し
挑
戦
。
苦
戦
し
つ
つ
も
あ

る
顧
客
と
巡
り
合
い
ま
す
。

　

そ
の
後
新
体
制
に
よ

り
、
一
変
す
る
の
を
機
に

二
〇
〇
五
年
同
友
会
入
会
。

素
晴
ら
し
い
経
営
者
に
近
づ

き
た
い
と
の
思
い
で
し
た

が
、
何
よ
り
一
番
は
経
営
者

で
あ
る
自
身
の
意
識
改
革
だ

と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

か
ら
は
経
営
理
念
を
明
確
に

し
、
十
か
条
や
社
是
も
策
定

し
ま
し
た
。
色
々
ピ
ン
チ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
懸
命
に
取

り
組
ん
で
乗
り
越
え
て
き
た

時
期
、
同
友
会
で
の
学
び
、

人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
再

構
築
が
今
の
ア
ン
カ
ー
商
事

の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
表
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論

　

四
月
二
十
一
日
、
沖
縄
国

際
大
学
に
て
、
学
内
合
説
を

開
催
し
ま
し
た
。
企
業
十
五

社
、
学
生
七
十
三
名
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
共
同
求
人
は
、

現
在
の
採
用
実
情
に
合
わ
せ

て
変
化
さ
せ
よ
う
と
計
画
を

た
て
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

も
、
多
数
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。（（
株
）
サ
ン

コ
ー
・
小
幡 

弥
八
）

で
の
学
生
生
活
を
受
け
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

な
ど
大
き
な
会
場
で
の
対
面

方
式
の
合
同
企
業
説
明
会
に

は
、
足
を
運
ん
で
く
れ
る
学

生
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
が
充
実
し
、
売
り
手
市

場
の
中
、
中
小
企
業
研
究
を

始
め
る
の
は
、
知
名
度
の
あ

る
企
業
の
試
験
を
終
え
て
か

ら
と
い
う
形
に
な
り
、
な
か

な
か
学
生
さ
ん
と
接
触
が
持

て
ず
に
採
用
が
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
解
決
策
と
し

て
、
今
年
度
は
、『
企
業

が
学
生
さ
ん
に
会
い
に
行

く
！
』
機
会
を
多
く
し
よ
う

と
学
校
内
や
各
地
域
に
出
向

い
て
の
合
説
な
ど
を
計
画
た

て
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学

生
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
企

業
づ
く
り
も
並
行
し
て
行

い
、
学
習
会
等
を
開
催
し
ま

す
。

　

同
友
会
の
共
同
求
人
活
動

は
、
新
卒
採
用
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
企
業
が
成
長
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。「
共

同
」
で
「
求
人
」
す
る
活
動

は
参
加
企
業
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

   

詳
し
い
内
容
は 

❶ 北部地域
　 日時：７月３日 (月 )   13：00 ～ 16：00
　 会場：タピックスタジアム名護「大会議室」
❷ 宮古地域
　 日時：７月７日 (金 )   13：00 ～ 16：00
　 会場：未来創造センター
❸ 中部地域（うるま市）
　 日時：７月10日 ( 月 )   13：00 ～ 17：00
　 会場：うるま市健康福祉センターうるみん

※ご参加希望の方は、
　事務局までお問い
　合わせください。

★地域の合説も参加できます★

代 表 理 事 	 喜　納　朝　勝	 ㈱丸忠	 社　　長
　　〃	 宮　城　光　秀	 ㈲大宮工機	 社　　長
副代表理事	 石　原　地　江	 ㈲アンテナ	 社　　長
　　〃	 赤　嶺　　　剛	 ㈲スタプランニング 　 　　　 社　　長
　　〃	 仲　地　　　治	 ㈱ティーアールシー	 社　　長
　　〃	 友　寄　利津子	 （同）Green Star OKINAWA	 代　　表
　　〃	 津嘉山　　　航	 ㈱ゆにばいしがき	 社　　長
　　〃	 座間味　　　亮	 ㈱赤マルソウ	 社　　長 
理　　　事	 角　江　明　彦	 行燈	 代 表 者
　　〃	 髙　原　勝　也	 ㈲テレネット沖縄	 社　　長
　　〃	 星　崎　浩　二	 オフィス星崎	 代 表 者
　　〃	 江　口　直　美	 ソムノクエスト㈱	 社　　長
　　〃	 普天間　　直樹	 ㈱普天間商会	 社　　長
　　〃	 比　嘉　良　太	 ㈲葬禮社	 社　　長
　　〃	 森　山　　　賢	 ㈱琉球補聴器	 社　　長 
　　〃	 真栄田　士　郎	 マエダ電気工事㈱	 専　　務 
　　〃	 下　田　美智代	 ㈱共栄環境	 社　　長 
　　〃	 仲　本　和　美	 ㈲仲松ミート	 執行役員 
　　〃	 屋　部　憲史朗	 ㈱ハートボイルド	 社　　長 
　　〃	 一　瀬　宗　也	 ㈱アイセック・ジャパン	 社　　長 
　　〃	 田上　カルロス	 ㈱グラシアス沖縄	 社　　長 
　　〃	 赤　嶺　　　宏	 ㈱システック沖縄	 社　　長 
　　〃	 竹　　　富　久	 ㈲たけ事務	 社　　長 
　　〃	 砂　川　幸　男	 ㈱ひろし不動産	 社　　長 
　　〃	 宮　良　高　彰	 ㈲ PLAN t PLAN	 社　　長 
　　〃	 嘉　数　智　絵	 ㈱もりお・沖縄	 社　　長
　　〃	 比　嘉　一　成	 ㈲大平シール印刷	 社　　長
　　〃	 波　平　恵　太	 ㈱ okicom	 取 締 役
　　〃	 髙　柳　圭　吾	 ㈱沖縄環境科学研究所	 取 締 役
　　〃	 上　地　雄　也	 平宮産業㈱	 常　　務
　　〃	 金　城　隆　子	 ㈱プログレス３１	 社　　長
　　〃	 田　場　英　行	 ㈱機工	 社　　長
　　〃	 伊　波　亜矢子 	 ㈲フィーチャー企画	 代　　表
　　〃	 武　島　多加雄	 ㈲たけちゃんほーむ	 社　　長
　　〃	 宮　里　公　宜	 ㈲沖縄ホテル	 社　　長
　　〃	 大　城　　　章	 （同）グラッド	 代　　表
　　〃	 宮　﨑　　　賢	 ㈱大匠建設	 専　　務
　　〃	 赤　峯　正　己	 ㈱ミネ・ワークス	 専　　務
　　〃	 小　田　哲　也	 ㈱みやぎ農園	 社　　長
　　〃	 友　利　博　明	 先嶋産業㈱	 社　　長
　　〃	 仲　間　高　乃	 アディッシュプラス㈱	 社長室長 
　　〃	 玉　城　　　栄	 ㈲リサイクルセンター沖縄	 社　　長 
　　〃	 平　良　　　淳	 ㈱設備技研	 専　　務
　　〃	 倉　岡　弁　慶	 あらがき貸衣裳	 営業部長
　　〃	 當　眞　永　子	 沖縄県中小企業家同友会	 事務局長
会 計 監 査  	 有　銘　寛　之	 有銘公認会計士事務所	 公認会計士・税理士
　　〃	 與　崎　文　美	 ㈲アンカー商事	 社　　長

相　談　役	 新　里　正　雄	 新光産業㈱	 会　　長
　　〃	 石　川　元　章	 ㈱ジムキ文明堂	 会　　長
　　〃	 名　護　宏　雄	 ㈱コンピュータ沖縄	 社　　長
　　〃	 新　城　　　博	 ㈱アクトシリカ	 社　　長
　　〃	 比　嘉　ゑみ子	 ㈲やんばるライフ	 専　　務
　　〃	 糸　数　久美子	 ㈱ＩＴＡＣ	 社　　長
　　〃	 新　垣　　　勲	 琉球産経㈱	 社　　長
　　〃	 稲　嶺　有　晃	 ブルービー	 代　　表
　　〃	 小　渡　　　玠	 ㈱ okicom	 社　　長
　　〃	 新　城　恵　子	 ㈱ＤⅰＡＮＡ	 会　　長
　　〃	 宮　城　　　勇	 総合包装㈱ 	 会　　長
　　〃	 真栄田　一　郎	 マエダ電気工事㈱	 社　　長

顧　　　問	 糸　数　哲　夫	 税理士法人タックスサポート・イトカズ	 代表社員

※相談役・顧問の名誉役員は、理事会の決定により委嘱（規約12条6項）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上。

第37回定時総会で選出された
2023年度役員一覧

2023年４月27日　沖縄県中小企業家同友会　第37回定時総会

與崎 氏

他支部からもかけつけた例会

社長と会えるのも魅力の 1 つ！

学生さんが多く来てにぎわう会場

中
部
支
部
例
会

ト
ラ
ブ
ル
だ
ら
け
！

　
　
　

ア
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築
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築
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内
合
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開
催

企
業
が
学
生
さ
ん
に
会
い
に
行
く
！

　
　
　
　
　
　
　

学
内
合
説
を
開
催
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

中
古
や
リ
サ
イ
ク
ル
着
物
の

販
売
や
レ
ン
タ
ル
事
業
を
さ

れ
て
い
る
キ
モ
ノ
バ
ナ
の
山

城
咲
乃
さ
ん
で
す
。

キ
モ
ノ
バ
ナ
の
山
城
さ

ん
と
い
え
ば
、
今
年
一
月
に

開
催
さ
れ
た
「
新
春
の
つ
ど

い
」
で
見
事
な
龍
の
墨
絵
を

二
胡
の
演
奏
に
の
っ
て
描
い

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
記
憶

に
も
新
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
共
演
し
た
二
胡
姫
の
上

地
エ
リ
サ
さ
ん
と
と
も
に
、

山
城
さ
ん
の
新
た
な
事
業
な

ど
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し

た
。キ

モ
ノ
バ
ナ
は
、
北
中

城
に
あ
る“

Ｅ
Ｍ
ウ
ェ
ル
ネ

ス
暮
ら
し
の
発
酵
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
リ
ゾ
ー
ト”

の
前
に

あ
る
店
舗
の
他
、
基
地
内
に

も
ポ
ッ
プ
ス
ト
ア
な
ど
を
構

え
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く

外
国
人
の
お
客
様
に
も
多
く

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

着
物
の
レ
ン
タ
ル
・
販

売
・
着
付
け
サ
ー
ビ
ス
、
そ

し
て
そ
の
思
い
出
を
写
真
に

残
す
と
い
う
写
真
館
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
も
手
掛
け
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店
、
多
く

の
お
客
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、「
コ
ロ

ナ
」
の
影
響
に
よ
り
、
従
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
ス
テ
イ
ホ

ー
ム
中
に
家
の
中
の
整
理
整

頓
が
進
み
、
中
古

着
物
の
買
い
取
り

依
頼
が
激
増
。
着

物
を
今
の
生
活
様

式
に
合
わ
せ
た
形

に
な
に
か
で
き
な

い
か
と
思
案
し
た

と
こ
ろ
、
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
て
、
買
い
取

っ
た
着
物
の
「
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
」
と
い
う
着
物
再
生
計

画
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
は
、

製
品
を
一
度
資
源
に
戻
し
再

生
を
す
る
一
方
、「
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
」
で
は
着
物
や
帯

の
持
つ
良
さ
を
生
か
し
、
価

値
を
高
め
る
加
工
を
施
し
、

再
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。着
物
が
好
き
、

品
物
が
良
い
と
い
う
方
た
ち

に
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

箪
笥
の
肥
や
し
に
な
っ

て
い
た
高
級
品
の
着
物
が
、

キ
モ
ノ
バ
ナ
さ
ん
に
持
ち
込

む
と
「
着
物
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
計
画
」
に
よ
り
、
素
敵
な

洋
服
や
小
物
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
両
親
、
祖
父
母

の
思
い
出
の
品
が
、
身
に
つ

け
ら
れ
る
小
物
へ
生
ま
れ
変

わ
り
、
子
供
、
孫
へ
と
次
世

代
の
生
活
の
中
で
有
意
義
に

つ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う

素
敵
な
サ
イ
ク
ル
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

山
城
さ
ん
は
経
営
指
針

講
座
を
受
講
し
て
、
自
分
の

仕
事
を
見
つ
め
直
す
良
い
機

会
と
な
り
、
経
営
理
念
の
成

文
化
で
は
、「
幸
せ
の
体
験

を
提
供
す
る
」
と
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
学
び
が
着
物
の
販

売
レ
ン
タ
ル
に
加
え
、「
ア

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
が
っ
た
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
㈱
ア
イ
セ
ッ
ク
・
ジ
ャ

パ
ン
・
一
瀬
宗
也
、
二
胡
姫

響
・
上
地
エ
リ
サ
）

《会社概要》
㈱キモノバナ

住　所／宜野湾市新城2-40-7
ＴＥＬ／080-3907-2294
業務内容／小売業（着物の販売、
　　　　  レンタル、着付け、撮影）
ＵＲＬ／� https://www.kimonobana.com

代表取締役　山城  咲乃 氏
〈中部支部〉

　

四
月
十
四
日
、
北
部
支
部

と
若
手
経
営
者
部
会
「
う
り

ず
ん
」
四
月
合
同
例
会
が
名

護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

四
十
二
名
が
参
加
し
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
回
の
例
会
で
は
、「
変

化
こ
そ
唯
一
の
永
遠
な
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
㈱
ハ
ー
ト
ボ

イ
ル
ド
の
屋
部
憲
史
朗
社
長

（
北
部
支
部
長
）
が
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
屋
部
氏
が
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
仕

事
や
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通

し
て
気
づ
い
た
仕
事
の
面
白

さ
、
困
難
に
向
き
合
う
姿
勢

な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
自
身
の
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
か

向
き
合
い
、
当
時
勤
め
て
い

た
会
社
を
辞
め
て
独
立
し
た

体
験
談
か
ら
は
、
常
に
目
標

　

四
月
二
十
日
、
二
〇
二
二

年
度
中
部
支
部
最
後
の
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
学
習
会
で
は
、
㈱
饒

平
名
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

代
表
取
締
役
で
あ
る
饒
平
名

智
也
さ
ん
を
お
招
き
し
て
同

社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
太
陽

光
発
電
と
蓄
電
池
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
沖
縄
県
で
早
く
か

ら
太
陽
光
発
電
に
取
り
組

み
、
更
に
蓄
電
池
に
関
し
て

は
県
内
で
も
数
少
な
い
取
り

扱
い
業
者
と
し
て
活
躍
し
て

を
持
ち
理
想
を
追
い
続
け
る

屋
部
氏
の
熱
い
思
い
が
伺
え

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
宿
泊

業
や
不
動
産
業
、
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
業
な
ど
業
種
を
問

わ
ず
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
姿
勢
に
勇
気

と
刺
激
を
も
ら
っ
た
」、「
自

分
の
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

は
何
か
考
え
る
良
い
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
部
氏
は
名
護
生
ま
れ
、

名
護
育
ち
。
現
在
は
同
友
会

の
北
部
支
部
長
と
し
て
日
々

北
部
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
屋
部
氏
の

今
後
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
㈱
オ
キ
ジ
ム
・
當
山
安
史
）

い
ま
す
。

　

勉
強
会
で
は
、
太
陽
光
の

歴
史
・
国
内
と
県
内
に
お
け

る
電
気
の
生
成
率
・
電
気
料

金
の
内
訳
・
太
陽
光
発
電
と

蓄
電
池
の
導
入
事
例
な
ど
を

饒
平
名
社
長
か
ら
詳
し
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
太
陽

光
導
入
に
か
か
る
期
間
や
金

額
、
ど
の
様
な
場
所
に
設
置

出
来
る
の
か
？
」「
災
害
時

の
停
電
時
に
は
ど
れ
ぐ
ら
い

持
つ
の
か
」
な
ど
、
勉
強
会

を
通
じ
て
解
説
さ
れ
た
内
容

を
も
と
に
活
発
な
質
疑
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
太
陽
光
発
電
と

蓄
電
池
に
つ
い
て
深
い
学
び
が

得
ら
れ
た
勉
強
会
と
な
り
ま
し

た
。（（
有
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
沖
縄
・
玉
城 

栄
）

今
回
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
連

携
部
会
「
ゆ
い
ま
～
る
」
の

省
エ
ネ
学
習
会
に
て
、
消
費

電
力
の
割
合
が
大
き
い
空
調

関
係
の
設
備
・
開
発
・
取
扱

等
を
行
っ
て
い
る
㈱e-

コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
沖
縄
、
㈱

ジ
ム
キ
文
明
堂
、
㈱
沖
通
商

の
三
社
に
「
経
費
削
減
の
ホ

ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
」
の
テ

ー
マ
で
、自
然
冷
媒
の
空
調
、

輻
射
式
冷
暖
房
装
置
（
エ
コ

イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）、
琉

球
Ｅ
Ｃ
Ｏ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

取
扱
商
品
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
同
友
会
っ
て
ど
う
ゆ
う

会
？
」
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ

で
す
が
、
こ
の
問
い
に
明
瞭

に
答
え
ら
れ
る
方
、
ど
れ
く

ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
？

　

八
重
山
支
部
で
は
新
会
員

を
迎
え
、
四
月
二
十
一
日
に

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
宮
良
支
部
長
よ
り

（
私
で
す
が
）
経
営
指
針
や

数
々
の
例
会
参
加
を
通
じ
て

多
く
の
同
友
会
会
員
と
知
り

合
い
、
協
力
を
得
な
が
ら
自

社
の
経
営
に
活
か
し
て
き
た

体
験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
津
嘉
山
副
代
表

理
事
か
ら
の
「
同
友
会
の
歴

史
と
理
念
」
の
説
明
の
後
、

「
少
し
難
し
く
感
じ
た
」
の

感
想
を
も
と
に
「
ま
ず
は
迎

え
る
」
こ
と
に
重
き
を
置
く

の
は
ど
う
か
？
お
互
い
に
知

り
合
え
る
の
が
同
友
会
の
醍

醐
味
、な
ど
、ど
う
ゆ
う
会
？

を
、
新
会
員
と
共
に
迎
え
る

会
員
も
共
に
理
解
を
深
め
た

会
と
な
り
ま
し
た
。（（
有
）

PLAN

ｔPLAN

・
宮
良
高

彰
）

　

質
疑
応
答
で
は
参
加
者
か

ら
様
々
な
質
問
が
飛
び
交

い
、
中
小
企
業
に
お
い
て
電

力
値
上
げ
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
が
如
何
に
喫
緊
の
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
る
か
が
窺

い
知
れ
る
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
様
に
ビ
ジ
ネ
ス
連
携

部
会
「
ゆ
い
ま
～
る
」
で
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
」に
関
す
る
様
々

な
課
題
を
テ
ー
マ
に
学
習
会

を
行
っ
て
お
り
、
課
題
解
決

の
糸
口
な
ど
思
わ
ぬ
切
っ
掛

け
を
掴
め
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

（（
有
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
沖
縄
・
玉
城 

栄
）

山城 氏

補助金も活用した新商品

屋部 氏ZOOM 併用で合同例会

饒平名 氏

合同例会魅力の新しい視点・発見！

三社への多くの質問で深まる学習会

同友会の歴史と理念とは？

北
部
支
部
・「
う
り
ず
ん
」４
月
合
同
例
会

変
化
こ
そ
唯
一
の
永
遠
な
り

　
目
標
を
持
ち
、
理
想
を
追
い
続
け
る

変
化
こ
そ
唯
一
の
永
遠
な
り
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変
化
こ
そ
唯
一
の
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遠
な
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目
標
を
持
ち
、
理
想
を
追
い
続
け
る

変
化
こ
そ
唯
一
の
永
遠
な
り

目
標
を
持
ち
、
理
想
を
追
い
続
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会「
ゆ
い
ま
〜
る
」省
エ
ネ
学
習
会

電
力
値
上
げ
、

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状
と
対
策

電
力
値
上
げ
、

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状
と
対
策

電
力
値
上
げ
、

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状
と
対
策

電
力
値
上
げ
、

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
現
状
と
対
策

中
部
支
部
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
学
習
会
第
10
弾

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
に
つ
い
て
学
ぶ

太
陽
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発
電
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電
池
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池
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太
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池
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学
ぶ

八
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山
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リ
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ン
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友
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催
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友
会
っ
て
ど
う
ゆ
う
会
？
を

　
　
　
　
　
　
　

八
重
山
で
開
催
！

同
友
会
っ
て
ど
う
ゆ
う
会
？
を

　
　
　
　
　
　
　

八
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催
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友
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八
重
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開
催
！
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今
回
は
、
西
原
町
翁
長
に

あ
る
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
で
、
叶
え
る
「
癒
し
の

空
間
」
㈱
リ
ッ
チ
グ
リ
ー
ン

に
伺
い
ま
し
た
。
喜
納
ま
ゆ

み
代
表
取
締
役
に
会
社
の
変

遷
、
代
表
に
な
っ
た
経
緯
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

創
業
は
、
現
会
長
の
喜
納

勇
氏
が
一
九
八
七
年
に
グ

リ
ー
ン
レ
ン
タ
ル
を
主
体

と
し
て
個
人
で
事
業
開
始
、

一
九
九
〇
年
五
月
に
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ

の
後
、
造
園
・
設
計
・
施
工

管
理
と
事
業
を
拡
げ
、
長

男
で
あ
る
康
貴
氏
が
参
画
、

二
〇
一
二
年
に
現
在
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
「
プ
ラ
ス
ガ
ー
デ

ン
」
を
開
設
。
当
初
は
長
男

で
あ
る
康
貴
氏
が
事
業
引
継

ぎ
の
予
定
で
し
た
が
、
現
会

長
が
体
調
を
崩
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
ま
ゆ
み
氏
が

二
十
五
年
勤
め
て
い
た
建
築

関
係
の
会
社
を
辞
め
て
、
経

理
や
役
所
等
へ
の
申
請
関
係

を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

事
業
承
継
の
話
し
に
な
っ

た
時
、
財
務
面
で
の
立
て
直

し
や
現
場
だ
け
で
な
く
経
営

総
合
面
で
ま
ゆ
み
氏
が
適
任

だ
と
判
断
さ
れ
、
平
成
三
十

年
に
ま
ゆ
み
氏
が
社
長
に
就

任
。
そ
の
後
、
外
部
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
の
専
門
家
と
会

議
を
重
ね
数
字
を
可
視
化
す

る
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
」
の
影
響
で
グ

リ
ー
ン
レ
ン
タ
ル
の
売
り
上

げ
が
だ
い
ぶ
減
少
す
る
も
、

月
一
の
全
体
会
議
や
週
一
の

　

若
者
が
就
活
で
重
視
す
る

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

　
①
仕
事
内
容
、

　
②
社
風
・
社
員
の
魅
力
、　

　
③
福
利
厚
生

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
休
日

や
休
暇
に
つ
い
て
は
面
接
で

も
質
問
が
多
い
で
す
。

　

休
暇
に
は
法
律
で
定
め
ら

れ
た
「
法
定
休
暇
」、
会
社

独
自
で
定
め
る「
特
別
休
暇
」

が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
休
暇
は
、
本
人
の
請

求
が
あ
れ
ば
認
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
が
、「
特
別
休

暇
」
は
会
社
独
自
の
も
の

で
、
種
類
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

も
社
が
現
れ
ま
す
。
最
近
は

働
き
方
改
革
と
し
て
取
組
が

進
め
ら
れ
、
約
５８
％
企
業
が

特
別
休
暇
を
制
定
し
て
い
ま

す
（
厚
生
労
働
省
調
査
）

　

慶
弔
休
暇
や
裁
判
員
休
暇

は
多
く
の
企
業
で
定
め
て
い

ま
す
が
、
独
自
休
暇
例
と
し

て
、
夏
季
休
暇
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
暇
、
誕
生
日
・
バ
ー
ス
デ

ー
休
暇
、
自
己
啓
発
休
暇
、

親
孝
行
休
暇
な
ど
。
ユ
ニ
ー

ク
な
慶
弔
休
暇
と
し
て
ペ
ッ

ト
の
葬
儀
を
認
め
て
い
る
会

社
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
２
年
で
消
化
で
き
な

か
っ
た
有
給
休
暇
を
上
限
日

数
を
決
め
て
別
途
積
み
立
て

し
、
長
期
の
病
気
休
暇
に
利

用
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

特
別
休
暇
導
入
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、

①
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン　

　

向
上

②
生
産
性
向
上

③
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
導
入

す
る
際
は
、
社
内
で
よ
く
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
導
入
手
順
と
し
て
】

①
目
的
を
明
確
に
す
る

社
員
の
意
見
を
取
り
入
れ

る

②
条
件
と
対
象
者
を
決
め
る

日
数
の
上
限
（
年
間
で
利

用
で
き
る
範
囲
）、
有
給

か
無
給
か
等

③
就
業
規
則
に
記
載
す
る

④
社
員
に
周
知
す
る

の
順
序
で
進
め
ま
す
。

　

特
別
休
暇
は
、
既
婚
・
未

婚
、
全
て
の
社
員
が
利
用
で

き
る
制
度
と
し
て
、
社
内
活

性
化
に
運
用
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
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会
社
独
自
の
特
別
休
暇
制
度

会
社
独
自
の
特
別
休
暇
制
度

会
社
独
自
の
特
別
休
暇
制
度

朝
礼
を
通
し
て
数
字
を
オ
ー

プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
従
業

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
学
び
の
連
続
の
中

で
、
同
友
会
へ
の
入
会
も
決

意
し
、
浦
西
支
部
の
事
業
プ

レ
ゼ
ン
を
行
う
な
ど
同
友
会

活
動
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

事
業
再
構
築
と
し
て
、
カ
フ

ェ
の
オ
ー
プ
ン
も
目
前
に
し

て
お
り
、
カ
フ
ェ
は
創
業
時

よ
り
構
想
は
あ
っ
た
も
の

の
、
よ
う
や
く
形
と
し
て
実

現
で
き
そ
う
で
す
。（
六
月

ま
た
は
七
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
）

　

事
業
と
し
て
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
は
、「
生
き
て
い

る
植
物
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

頂
い
て
事
業
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
そ
こ
の
管
理
を

し
っ
か
り
行
い
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
創
業
時
よ
り
現

会
長
が
大
事
に
し
て
い
る

「
月
桃
」
を
活
か
し
た
事
業

を
販
路
拡
大
も
含
め
て
伸
ば

し
て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。（
あ
い

エ
フ
ピ
ー
・
大
浜
博
）

第317回

㈱リッチグリーン
代表取締役社長　喜納 まゆみ 氏
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代表取締役　喜納 まゆみ 氏
〈浦西支部〉

　

四
月
十
三
日
、
南
風
原
に

あ
り
ま
す
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
て
、
南
部
支
部
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
者
は

㈲
糸
工
房
の
糸
満
盛
希
社
長

で
す
。

　

㈲
糸
工
房
は
父
親
が
創
業

し
て
五
十
五
年
に
な
り
ま
す

が
、
糸
満
氏
が
会
社
を
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
、
若

い
時
は
飲
食
店
を
経
営
し
て

お
り
夜
の
世
界
に
没
頭
し
て

い
ま
し
た
が
、
大
病
を
患
い

お
店
を
閉
め
て
父
親
の
会
社

に
入
社
し
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
は
、
看
板
・
木

工
制
作
を
中
心
に
最
近
で
は

ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
商
品
も
携
わ

っ
て
い
ま
す
。　

　

職
人
が
多
い
会
社
で
、
糸

満
社
長
は
飲
み
ニ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
し
て
営
業
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

南
部
支
部
で
も
以
前
は

「
お
前
は
営
業
に
来
て
る
の

か
、
経
営
を
学
び
に
来
て
る

の
か
」
と
直
言
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
懐
か
し
そ
う
に
語
り

ま
す
。

　

社
是
で
あ
る
「
誠
意　

創

意　

熱
意
」
を
受
け
継
ぎ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
同
友
会
で
の
学

び
が
足
り
な
い
こ
と
に
気
づ

き
、
最
近
で
は
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

居
酒
屋
例
会
は
糸
満
社
長

の
強
い
希
望
で
実
現
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
よ
り
も
報
告

者
が
学
び
の
多
い
例
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
例

会
が
あ
っ
て
も
「
ま
あ
い
っ

か
！
」（
㈲
た
け
事
務
・
竹　

富
久
）

数
字
を
可
視
化
し
、
従
業
員
と
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

数
字
を
可
視
化
し
、
従
業
員
と
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

数
字
を
可
視
化
し
、
従
業
員
と
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

　

四
月
二
十
一
日
、
碧
の
会

会
員
交
流
委
員
会
企
画
の

「
碧
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー
（
企

業
視
察
）」
が
開
催
さ
れ
、

二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

豊
見
城
を
出
発
し
、
御
菓

子
御
殿
名
護
店
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
恐

竜
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
や
ん
ば
る
亜
熱

帯
の
森
ま
で
の
道
中
、
㈱
御

菓
子
御
殿
の
澤
岻
千
秋
専
務

に
御
菓
子
御
殿
創
業
秘
話
と

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
恐
竜
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
や

ん
ば
る
亜
熱
帯
の
森
に
つ
い

て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

た
っ
た
七
名
か
ら
始
ま

り
、
県
内
屈
指
の
企
業
へ
と

成
長
す
る
ま
で
の
苦
労
や
、

御
菓
子
御
殿
を
代
表
す
る
お

菓
子
「
紅
芋
タ
ル
ト
」
が
出

来
る
ま
で
の
話
、
企
業
が
大

き
く
な
っ
て
い
く
中
で
の
苦

労
と
従
業
員
教
育
、
や
ん
ば

る
亜
熱
帯
の
森
に
何
故
恐
竜

が
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
裏

話
も
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
二
つ
目
の
㈱
ア

セ
ロ
ー
ラ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
は

並
里
康
次
郎
社
長
か
ら
、
ア

セ
ロ
ー
ラ
が
本
部
町
へ
来
た

由
来
や
創
業
者
の
想
い
、
二

代
目
と
し
て
の
想
い
を
熱
く

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
実
際

に
ア
セ
ロ
ー
ラ
農
場
を
見
学

し
、
採
れ
た
て
の
ア
セ
ロ
ー

ラ
も
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
す

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
バ
ス

ツ
ア
ー
を
久
し
ぶ
り
に
開
催

で
き
、
実
際
に
現
地
に
出
向

く
こ
と
で
見
え
て
く
る
こ
と

が
多
く
あ
る
こ
と
や
、
澤
岻

専
務
、
並
里
社
長
の
お
話
し

か
ら
、
企
業
に
と
っ
て
理

念
、
想
い
が
と
て
も
大
切
で

あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て

従
業
員
に
伝
え
共
有
し
て
い

く
の
か
、
そ
こ
に
重
き
を
置

い
て
従
業
員
と
向
き
合
っ
て

行
こ
う
と
い
う
熱
い
想
い
を

感
じ
ま
し
た
。

　

恐
竜
を
見
て
笑
い
、
は
し

ゃ
ぎ
、
ア
セ
ロ
ラ
に
触
れ
る

と
い
う
五
感
で
感
じ
る
こ
と

が
出
来
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し

た
。（irogae

・
大
濱
知
子
）

㈱アセローラフレッシュにて説明

ゲスト・新部会員も参加し、交流が深まるバスツアー！

喜納氏

店舗外観

道中の澤岻氏からの講話

糸満氏

珍しい例会の形

南
部
支
部
４
月
居
酒
屋
例
会

同
友
会
で
学
ぶ
こ
と
の

　
　
　
　
　

必
要
性
を
実
感

同
友
会
で
学
ぶ
こ
と
の

　
　
　
　
　

必
要
性
を
実
感

同
友
会
で
学
ぶ
こ
と
の

　
　
　
　
　

必
要
性
を
実
感

同
友
会
で
学
ぶ
こ
と
の

　
　
　
　
　

必
要
性
を
実
感

碧
の
会
バ
ス
ツ
ア
ー
（
企
業
視
察
）

二
社
の
ツ
ア
ー
視
察

　

恐
竜
・
ア
セ
ロ
ラ
を
五
感
で
感
じ
る

二
社
の
ツ
ア
ー
視
察

　

恐
竜
・
ア
セ
ロ
ラ
を
五
感
で
感
じ
る

二
社
の
ツ
ア
ー
視
察

　

恐
竜
・
ア
セ
ロ
ラ
を
五
感
で
感
じ
る

二
社
の
ツ
ア
ー
視
察

　

恐
竜
・
ア
セ
ロ
ラ
を
五
感
で
感
じ
る
！！！！！！！！
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四
月
二
十
四
日
、「
多
く

の
方
に
推
さ
れ
て
の
登
壇
と

な
り
ま
し
た
！
」
の
紹
介
と

共
に
、
那
覇
支
部
四
月
支
部

例
会
で
報
告
を
さ
れ
た
の
は

㈲
ス
タ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
社
長

の
赤
嶺
剛
氏
。テ
ー
マ
は「
社

員
の
子
ど
も
た
ち
も
働
き
た

い
と
思
う
企
業
に
」
と
の
切

り
口
・
・
・
の
は
ず
が
、
時

間
の
半
分
を
か
け
て
お
話
さ

れ
た
の
は
、
ご
自
身
の
型
破

り
な
青
少
年
～
創
業
期
。
参

加
者
を
何
度
も
笑
い
に
巻
き

込
む
驚
き
の
経
歴
は
、
赤
嶺

　

四
月
二
十
五
日
、
第

五
十
五
期
経
営
指
針
作
成
講

座
の
修
了
生
に
向
け
た
「
フ

ォ
ロ
ー
企
画
」が
開
催
さ
れ
、

修
了
生
を
含
む
十
一
名
が
参

　

四
月
二
十
一
日
、
沖
縄
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
併
用
で
健
障
者
委
員
会

例
会
が
開
催
さ
れ
十
八
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
障
が
い
者
雇
用
っ
て
難

し
い
」
と
思
っ
て
い
る
会
員

の
皆
様
。
障
が
い
者
雇
用
を

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

①
業
務
の
見
直
し
、
最
適

化
・
効
率
化
を
図
れ
る　

②

生
産
性
が
向
上
し
、
戦
力
と

な
る　

③
多
様
性
の
あ
る
企

業
文
化
、
組
織
作
り
が
で
き

る　

④
社
会
的
責
任
を
果
た

　

経
営
の
本
で
お
薦
め
は
、

経
営
の
神
様
松
下
幸
之
助
、

中
小
企
業
経
営
者
の
教
祖
的

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
一
倉
定
そ

し
て
脳
力
開
発
・
人
間
学
の

大
家
城
野
宏
の
本
。
最
近
は

幸
せ
視
点
の
経
営
の
斎
藤

徹
。

　

経
営
書
で
は
な
い
が
、『
少

女
パ
レ
ア
ナ
』
エ
レ
ナ
・
ポ

ー
タ
ー（
著
）村
岡
花
子（
訳
）

も
お
勧
め
だ
。
ア
ニ
メ
に
も

な
っ
た
ほ
ど
だ
か
ら
知
っ
て

い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
幼

く
し
て
両
親
を
亡
く
し
気
難

し
い
叔
母
に
引
き
取
ら
れ
た

パ
レ
ア
ナ
。
亡
き
父
か
ら
教

わ
っ
た
ど
ん
な
に
苦
し
い

こ
と
や
悲
し
い
こ
と
か
ら

で
も
喜
ぶ
こ
と
を
探
し
出

す
「
喜
び
の
ゲ
ー
ム
」
で

そ
の
か
た
く
な
な

心
を
溶
か
し
て
い

く
。
こ
ち
ら
が
笑

顔
で
接
す
れ
ば
、

相
手
に
も
喜
び
の

心
が
宿
る
。

　
「
心
」
一
つ
で

同
じ
条
件
、
環
境

で
も
全
く
違
う
結

果
が
生
ま
れ
て
く
る
。
条
件

や
環
境
も
外
か
ら
与
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
自
ら
作
り

出
す
も
の
だ
。

す
、
企
業
と
し
て
の
価
値
創

出
に
つ
な
が
る
等
々
。
今
回

「
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
」
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
下
、「
企
業
と

つ
な
が
る『
ゆ
い
ジ
ョ
ブ
！
』

の
取
り
組
み
～
多
様
性
に
応

え
る
同
友
会
型
企
業
の
つ
く

り
方
～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

活
動
の
報
告
及
び
展
望
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
若
竹

福
祉
会 

吉
川
嘉
朝
氏
、
㈱

小
梅
と
諭
吉
社 

朝
比
奈
め

ぐ
み
氏
、（
同
）
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ 

佐
藤
香
奈
子
氏
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
（
医
）
陽

和
会 

國
吉
利
生
氏
、
沖
縄

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

喜
名
政
哉
氏
で
行
わ
れ
、
障

害
者
施
設
の
即
売
会
や
合
同

企
業
説
明
会
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
作
成
お
よ
び
配
信
な

ど
の
活
動
を
行
い
、
障
害
の

あ
る
方
々
の
「
や
っ
て
い
る

仕
事
を
紹
介
す
る
」「
企
業

採
用
・
就
労
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
」「
企
業
と
就
労
支
援

施
設
が
相
互
に
仕
事
の
受
発

注
を
連
携
す
る
」
な
ど
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
今
後
の
障
が
い
者
雇
用

で
は
、『
障
が
い
者
』
の
ひ

と
く
く
り
で
は
な
く
、
個
々

人
を
理
解
し
、
個
々
人
が
企

業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
こ
れ
は
健
常
者
雇
用
に

　琉球銀行では、沖縄を「キャッシュレスアイ
ランド」にするべく、様々な施策を行っています。
　タッチ決済機能付きのりゅうぎんVisa デビットカードを発行、デビットカー
ドを含む各種クレジットカード、電子マネー、QRコード決済も使えるマルチ
決済端末機の導入支援など、支払いが発生する場面でキャッシュレス整備を
行ってまいりましたが、昨年からオンラインショッピングが可能となる非対面
決済にも対応いたしました。
　最近は、オンラインショップを気軽に立ち上げることができるため、興味を
持たれている方も多いかと思いますが、初期費用や月額費用がかかる、運営で
きるか不安等の理由で躊躇しているという声もあり、固定費用がかからない、
運営サポートも可能なショッピングモール「結-YUI-モール」を立ち上げました。
結-YUI-モールはりゅうぎんカード加盟店様が出店できるモールとなっており、
EC初出店の店舗も多く、事業者様にとっては新たな販路拡大の一つになるこ
とはもちろん、店舗を知ってもらうきっかけ作りとなるツールとしてもご利用
いただいています。
　こんな商品や店舗があったのかと新しい発見ができるかもしれませんので、
ぜひ覗いてみてください。

       【お問い合せ先】
      琉球銀行営業店または琉球銀行ペイメント事業部

      高嶺綾（098-860-3752）

36

沖縄銀行

琉球銀行

沖縄海邦銀行

36

沖縄銀行

琉球銀行

沖縄海邦銀行

オンラインショップ
「結 -YUI- モール」
オンラインショップ
「結 -YUI- モール」

についてについて

も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
結
局

変
わ
り
は
な
い
の
だ
。
障
害

の
あ
る
方
、
支
援
者
、
企
業
、

皆
が
そ
れ
ぞ
れ
に
互
い
を
知

り
、
互
い
に
や
っ
て
み
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と
話
し
ま
し

た
。

（（
福
）み
や
こ
福
祉
会 

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
み
や
こ
・
神
里
裕
丈
）

社
長
の
強
い
「
独
立
心
」
と

「
経
営
力
」
の
根
底
な
の
だ

と
思
え
ま
し
た
。

　

会
社
は
当
初
「
二
十
四

時
間
三
六
五
日
戦
え
ま
す

か
？
」
を
地
で
行
く
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
。
気
づ
い
た
ら
社
員

が
誰
も
つ
い
て
こ
ず
に
大
量

離
職
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
と
あ
る
社
員

の
「
こ
の
会
社
で
ず
っ
と
働

き
た
い
！
」
と
の
一
言
に
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
赤
嶺
社

長
。
そ
こ
か
ら
社
員
、
そ
し

て
地
域
を
笑
顔
に
す
る
会
社

へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　

定
着
率
に
悩
み
を
抱
え
る

加
し
ま
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

四
月
十
五
日
㈯
、
南
部
支

部
主
催
で
「
企
業
変
革
ク
ラ

ブ
」
が
開
催
さ
れ
十
名
が
参

「
フ
ォ
ロ
ー
企
画
」と「
企
業
変
革
ク
ラ
ブ
」

経
営
指
針
を
深
め
る
！

経
営
指
針
を
深
め
る
！

経
営
指
針
を
深
め
る
！

経
営
指
針
を
深
め
る
！

経
営
者
に
一
石
を
投
じ
る
素

晴
ら
し
い
報
告
で
し
た
。

（
㈱
ハ
ル
モ
ニ
ア
グ
ラ
ン
デ
・

小
橋
川 

牧
）

加
し
ま
し
た
。
新
し
い
「
企

業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

ver.2

」
を
活
用
し
た
ク
ラ

ブ
活
動
で
は
今
こ
そ
、
自
社

の
強
み
・
弱
み
を
再
確
認
す

る
べ
く
、
月
に
一
回
㈯
の
午

前
中
に
活
動
し
て
い
く
予
定

で
、
同
ク
ラ
ブ
は
浦
西
支
部

で
も
開
催
し
ま
す
。
次
回
は

七
月
一
日
で
す
の
で
、
ご
参

加
希
望
の
方
は
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

43 名が参加 ユニークなスライド

障がい者雇用について深まる例会

赤嶺氏

那
覇
支
部
４
月
支
部
例
会

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
、

社
員
そ
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
会
社
へ 
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
、

社
員
そ
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
会
社
へ 
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
、

社
員
そ
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
会
社
へ 
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
、

社
員
そ
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
会
社
へ

健
障
者
委
員
会
例
会

企
業
と
つ
な
が
る

『
ゆ
い
ジ
ョ
ブ
！
』の
取
り
組
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取
り
組
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回答企業数

　（１）回答企業
　	 147社	 　　回答率　32.8％
　
　（２）業種別　　（　）は実数
　　　　　製　造　業　15.0%（22）
　　　　　建　設　業　12.2%（18）
　　　　　流通・商業　29.9%（44）
　　　　　サービス業　35.4%（52）
　　　　　情　　　報　　7.5%（11）

　（３）規模別　従業員数
　　　　　＜正 従 業 員＞平均　25名
　　　　　＜臨時従業員＞平均　12名
	
①�業況判断ＤＩは前期調査（27.4⇒24.6）と
比べてわずかに後退するも、4期連続プラ
ス超。

②�売上高ＤＩは、建設業、製造業で大幅に悪
化しマイナス超に転化。流通・商業、情報
で改善し引き続きプラス超。

③�経常利益ＤＩは全業種でわずかに後退する
も引き続きプラス超。業種別では、流通・
商業以外の業種で悪化し、建設業は水面 (0)
からマイナス超になり、製造業はマイナス
超に転化。流通・商業は水面 (0) からプラ
ス超に改善。

④�資金繰りＤＩはサービス業で悪化しさらに
マイナス超。それ以外の業種で改善し引き
続きプラス超。

⑤�経営上の問題点は前期に続き「仕入単価の
上昇」、力点も前期に続き「新規受注（顧客）
の確保」が第１位。

⑥�先行きは全業種でわずかに改善。業種別で
は、建設、流通・商業で後退するも引き続
きプラス超。それ以外の業種で改善しさら
にプラス超となる見通し。

　沖縄県中小企業家同友会は、会員企業から
抽出した448社を対象に3月1日から3月24日の
期間、「1－3月期景況」についてのアンケート
調査を実施しました。その結果について見解
を発表します。
（本文中、特に断りのない限り前年同期比です）

沖縄県中小企業家同友会　2023年4月18日

①業況判断DI

2023年１ー３月期景況調査の
結果について（見解）

　

四
月
十
八
日
、
沖
縄
県
庁

記
者
ク
ラ
ブ
に
て
同
友
会
で

毎
年
四
半
期
ご
と
に
行
っ
て

い
る
景
況
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
く
、
２
０
２
３
年
１

―
３
月
期
景
況
調
査
の
結
果

つ
い
て
記
者
会
見
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
（
上
記

資
料
参
照
）
で
は
、
全
業
種

に
お
い
て
業
況
判
断
、
売
上

高
、
経
常
利
益
、
資
金
繰
り

で
前
期
（
１０
―
１２
月
期
）
と

比
較
し
て
わ
ず
か
に
後
退
す

る
も
プ
ラ
ス
超
を
維
持
。

　

人
流
が
回
復
し
、
社
会
経

済
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
一

方
で
、
人
材
不
足
や
原
材
料

高
の
影
響
で
業
種
間
に
お
い

て
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
融
資
の
返

済
や
世
界
経
済
の
状
況
な
ど

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
予
想
が
さ
れ
る

中
、
中
小
企
業
の
対
応
と
し

て
、
高
付
加
価
値
化
を
目
指

す
こ
と
が
課
題
と
報
告
し
ま

し
た
。

　

同
友
会
で
は
、
回
答
結
果

を
元
に
会
員
企
業
の
皆
様
へ

経
営
の
ヒ
ン
ト
と
す
る
べ

く
、
情
勢
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
の
内
容
で
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
調

査
は
四
半
期
ご
と
に
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
回
答
数
に
よ

り
結
果
が
左
右
さ
れ
や
す

く
、
中
小
企
業
の
実
態
を
よ

り
正
確
に
発
信
す
る
た
め
多

く
の
会
員
企
業
の
皆
様
よ
り

回
答
を
得
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

経営
指針

ＤＸ

あなたの会社の経営
課題は何ですか？

＜問い合わせ先＞
沖縄県中小企業家同友会 TEL：０９８－８５９－６２０５

沖縄県中小企業家同友会

第33回経営研究フォーラム

日 時 １１月２０日（月）

１４：３０～２０：００
会 場 沖縄産業支援センター＋他(見学分科会予定)

内 容 第Ⅰ部「基調講演」（14：30～15：45）

テーマ：生きること、働くこと、学ぶこと
～「共育」で一人ひとりが輝く企業に～

講 師：花園大学教授・名古屋大学名誉教授 植田健男氏

第Ⅱ部「分 科 会」（16：00～18：45）

第Ⅲ部「懇 親 会」（19：15～20：00）

※内容次第で、時間帯が前後する場合があります※

１―

３
月
期
景
況
調
査
を
発
表

１―

３
月
期
景
況
調
査
を
発
表

１―

３
月
期
景
況
調
査
を
発
表

１―

３
月
期
景
況
調
査
を
発
表

経
営
の
ヒ
ン
ト
に
す
べ
く

　
　
　
　
　
学
習
会
開
催

記者クラブにて記者会見の様子

沖縄と全国、他機関の比較（業況判断）

業況判断内訳の推移
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